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資料２－４ 

「六価クロム化合物」に係る排出の実態等について 
 
１ 物質の用途等１） 
・ クロムは、主としてクロム鉄鉱（FeO・Cr2O3）として産出される。天然中

に存在するクロムの原子価は、ほぼ三価のものに限られ、六価のものは人為
起源であるとみられる。 

・ 六価クロム化合物は国内ではクロム酸やクロム酸塩などが表面処理剤や顔
料、染料として使用される。 

 
２ 人の健康への影響と環境基準 
・ 六価クロム化合物は発がん物質であり、動物実験の結果より、発がん影響

及び非発がん影響（二指腸のびまん性上皮過形成や貧血等）があるとされて
いる。１） 

・ 平成３０年に内閣府食品安全委員会において健康影響に関する評価（一日
耐容摂取量：１．１μg/kg 体重/日）がなされたことを受け、令和２年４
月に水道水質基準の基準値が０．０５mg/Lから０．０２mg/Lに、令和４年４
月に水質環境基準健康項目の基準値が０．０５mg/Lから０．０２mg/Lに強化
されている。２） 

 
３ 県内における六価クロム化合物の水質調査結果 
・ 指定事業場排水基準が適用となる全ての事業場で、基準の超過はなかっ

た。 
・ また、過去５年で法第３条第３項に基づく上乗せ排水基準が適用となる県

内の事業場において基準に適合していないものが２事業場あったが、いずれ
も改善対策を実施済みである。 

・ １事業場については改善対策により上乗せ排水基準に適合しており、もう
１事業場については、六価クロム化合物を含む排水を系外へ排出ぜずに事業
場内で再利用することとした。 

・ 過去５年間、県内の公共用水域における全ての調査地点において、六価ク
ロム化合物の環境基準を達成している。３） 

 
４ 公共用水域への排出量等４） 

(1) 福島県 
・ 平成１３年度から令和２年度のＰＲＴＲデータによると、六価クロム化

合物の公共用水域への排出量は最大で３９２ｋｇ／年（平成２７年度）、
最小で１３ｋｇ／年（平成１３年度）であり、平成２０年度から平成２１
年度にかけて急激に増加し、それ以降はほぼ横ばいである。 

・ 令和２年度における公共用水域への排出量の主たる業種の内訳は、パル
プ・紙・紙加工製造業が７７％を占めており最も多く、次いで産業廃棄物
処分業※、下水道業※となっている。 

 (2) 全国 
  ・ 平成１３年度から令和２年度のＰＲＴＲデータによると、六価クロム化

合物の公共用水域への排出量は最大で１８，８３５ｋｇ／年（平成１３年
度）から８，４６７ｋｇ／年（平成２９年度）であり、減少傾向にある。 

・ 令和２年度における公共用水域への排出量の主たる業種の内訳は、下水
道業※が９４％を占めており最も多く、次いでパルプ・紙・紙加工製造
業、一般廃棄物処分業※となっている。 

 
※ 下水道業、産業廃棄物処分業、一般廃棄物処分業の場合、当該物質の排

出水濃度測定における定量下限値未満の測定結果も多く含まれていると考
えられ、排出量算出に当たってそれらが「定量下限値の２分の１の値」と
して評価されることにより排出量が過大となっている可能性がある。 

 
５ 「六価クロム化合物」に係る排水基準の変遷 
 (1) 法の排水基準 



2 

・ 法の一般排水基準は、法が施行された昭和４６年６月２４日から０．５
mg/Lであり、これまで改正はされていない。 

 
 (2) 指定事業場排水基準 

・ 条例が施行された平成９年から、特別排水規制水域では０．０５mg/L、
その他の水域では０．２mg/Lであり、これまで改正はされていない。 
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